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令
和
七
年
度
を締

め
く
く
る
に
あ
た
っ
て

新
篠
津
中
学
校
長

大
渕

徹

■
確
か
な
成
長
を
見
せ
て
く
れ
た
卒
業

証
書
授
与
式

三
月
十
三
日
、
節
目
で
あ
る
「
第
六

十
回
卒
業
証
書
授
与
式
」
を
挙
行
い
た

し
ま
し
た
。
十
六
名
の
卒
業
生
が
凛
と

し
た
表
情
で
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
っ

た
姿
は
、
今
も
鮮
明
に
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
最
上
級
生
と
し
て
、
生

徒
会
活
動
や
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど

で
「
さ
ら
な
る
高
み
」
を
目
指
す
強
い

意
志
を
持
ち
、
後
輩
た
ち
の
素
晴
ら
し

い
手
本
と
な
っ

て

く

れ

ま

し

た
。
こ
の
成
長

は
、
卒
業
生
代

表
の
○
○
さ
ん

が
述
べ
た
よ
う

に
、
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え

た
先
に
自
ら
の

力
で
掴
み
取
っ

た
も
の
で
す
。
学
校
全
体
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
三
年
生
に
、
心
か
ら
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
式
辞
の
中
で
、
合
唱
曲
の
歌
詞

に
な
ぞ
ら
え
、
「
正
解
な
ど
、
大
人
さ

え
も
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ

ん
が
創
り
出
す
も
の
す
べ
て
が
、
新
し

い
答
え
に
な
り
得
る
」
と
い
う
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
正
解
の
な
い
未
来
を
照

ら
す
の
は
、
相
手
の
痛
み
を
想
像
す
る

力
と
、
仲
間
と
の
対
話
に
よ
る
「
協

働
」
で
す
。
本
校
で
培
っ
た
団
結
力
を

胸
に
、
ど
ん
な
荒
波
も
乗
り
越
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
「
挑
戦
」
を
次
年
度
の
原
動
力
に

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
一
年
で

大
き
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
卒
業
式

で
は
、
三
年
生
を
温
か
く
送
り
出
そ
う

と
す
る
姿
勢
や
、
式
を
支
え
る
裏
方
の

仕
事
ぶ
り
が
大
変
立
派
で
し
た
。

本
日
の
修
了
式
で
は
、
「
成
功
の
反

対
は
、
失
敗
で
は
な
く
、
挑
戦
し
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。
本
当
の
失
敗
と
は
、
傷
つ
く
こ
と

を
恐
れ
て
何
も
し
な
い
こ
と
、
現
状
に

甘
ん
じ
る
こ
と
で
す
。
失
敗
は
、
新
し

い
こ
と
に
挑
ん
だ
証
で
あ
り
、
次
へ
の

ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

四
月
に
掲
げ
た
「
想
い
を
言
葉
に

言
葉
を
行
動
に

行
動
を
成
長
に
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生
徒
た
ち

は
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
新
年

度
は
さ
ら
に
「
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
自
分
で
決
め
、
踏
み
出
す
勇
気
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
家
庭
で
も
、
お
子
様
が
こ
の
春

休
み
に
ど
の
よ
う
な
「
挑
戦
」
を
描
い

て
い
る
か
、
ぜ
ひ
耳
を
傾
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

■
感
謝
を
込
め
て

最
後
に
な
り
ま
す
が
保
護
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
へ
、
こ
の
一
年
間
、

本
校
の
教
育
活
動
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

温
か
な
見
守
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

生
徒
た
ち
は
「
地
域
の
宝
」
と
し
て
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
も
、
生
徒
た
ち
が
「
さ
ら

な
る
高
み
」
を
目
指
し
て
安
心
し
て
挑

戦
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
度
末

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
月
十
三
日
（
金
）
、
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
十
六
名
の
卒
業
生
は
担

任
か
ら
の
呼
名
に
元
気
よ
く
返
事
を

し
、
堂
々
と
し
た
態
度
で
学
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た

今
年
度
は
本
校
第
六
十
回
目
の
記
念
の

卒
業
式
に
あ
た
り
、
○
○
同
窓
会
長
か

ら
紅
白
饅
頭
（
参
加
者
全
員
分
）
と
記

念
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
卒
業
生
分
）
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

公
立
高
校
一
般
入
試
後
、
式
前
の
数

日
間
が
学
校
閉
鎖
と
な
り
、
卒
業
生
に

と
っ
て
最
後
の
思
い
出
作
り
の
時
間
が

や
や
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
の
分
卒
業
式
当
日
は
万
感
の
思

い
で
仲
間
や
先
生
方
に
別
れ
を
告
げ
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

卒
業
生
は
こ
れ
か
ら
一
人
ひ
と
り
の

進
路
先
で
目
標
の

実
現
に
邁
進
し
、

在
校
生
は
先
輩
方

か
ら
引
き
継
い
だ

新
中
生
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、
来

年
度
の
学
校
生
活

で
さ
ら
な
る
成
長

が
で
き
る
こ
と
を

期

待

し

て

い

ま

す
。

令
和
７
年
度

学
校
だ
よ
り

第

13

号

【前文】 先人の熱いこころを受け継

いでふるさとに生きる力を育む 

【教育目標】 

真理を探究する人 

友情を大切にする人

創造し実践する人

健康で明朗な人 
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【○○○○教頭先生】 

 ２年間でしたが、生徒、保護者、地域の方と非常

に充実した楽しい日々を過ごすことができました。

特に素直で明るい新中生の笑顔はこの学校の宝だと

思います。 

 生徒の皆さんとは特に「宿泊学習」「体育（剣

道）」で一緒に活動しましたね。みんなの前向きな活

動の様子に、教頭先生も元気をいただきました。 

 今後は新天地である北広島市で、また生徒、保護

者、地域の方とともに私自身も成長を続けていきた

いと思います。ありがとうございました。 

【○○○○先生】 
この１０年間、皆様のご支援とご
協力に心から感謝します。皆様の各
種活動へのご協力、献身的なご尽力
のおかげで新篠津中は生徒と教職員
にとってより良い場所となりまし
た。皆様との連携は私の日本での生
活を豊かなものにし、数えきれない
ほどの素晴らしい思い出を作ること
ができました。生徒たちの成長に貢
献してくださった皆様に深く感謝し
ます。 
皆様の温かいご支援とご尽力に心
から感謝します。皆様が今後も力強
くご活躍されることを期待していま
す。これまでありがとうございまし
た。 

【○○○先生】 

六年間、お世話になりました。着任当時はコロナ

禍の最中で、休校になったり例年通りの行事ができ

なかったりしました。さまざまな工夫をしながらも

何とか教育活動を継続できたのは、子どもたち一人

一人のがんばりと保護者をはじめとする地域の方々

の協力あってのことで、大変感謝しております。 

 次の学校は規模の大きいところと聞いておりま

す。新篠津中学校で学んだ、一人一人に寄り添った

教育活動を進めていきます。ありがとうございまし

た。

【○○○○さん】 

新中に勤務して１４

年、数えきれない多くの

生徒や先生との出会いと

別れがありました。たく

さんの楽しいことが思い

出されます。皆様には大

変お世話になりました。

これからも新中の生徒た

ちの成長を、地元で見守

り続けたいと思います。

ありがとうございまし

た。 

※評価２期制について 

以前文書でご連絡しましたが、

来年度より現行の「３学期制」を

維持したまま、通知表による評価

を年２回とする「評価２期制」へ

移行します 。評価期間を長く確

保することで生徒の成長をより正

確に把握し、個に応じた支援を充

実させるのが狙いです 。七月・

十一月にはこれまで通り二者・三

者懇談を行い、お子様の様子を丁

寧にお伝えします 。ご理解をお

願いします。


